
7 飛翔 2016年12月号

武
家
屋
敷
街
か
ら
商
店
街
へ

　

青
葉
通
一
番
町
駅
は
、
戦
後
に
新
設
さ
れ
た
青

葉
通
と
東
一
番
丁
通
の
交
差
点
に
あ
り
ま
す
。

　

東
一
番
丁
通
は
、
北
か
ら
一
番
町
四
丁
目
商
店

街
、
ぶ
ら
ん
ど
ー
む
一
番
町
商
店
街
、
サ
ン
モ
ー

ル
一
番
町
商
店
街
の
名
称
で
親
し
ま
れ
る
、
仙
台

の
代
表
的
な
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
す
。

　

遡
っ
て
江
戸
時
代
、
仙
台
城
下
の
商
業
の
中
心

地
は
奥
州
街
道
が
大
町
通
と
交
差
す
る
芭
蕉
の
辻

付
近
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
本
東
の
通
り
は

東
一
番
丁
と
呼
ば
れ
る
中
級
家
臣
の
屋
敷
街
で
す
。

広
い
敷
地
を
持
つ
武
家
屋
敷
に
は
、
多
種
多
様
の

樹
木
が
植
え
ら
れ
、
緑
溢
れ
る
閑
静
な
屋
敷
街
が

形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

東
一
番
丁
は
、
定
禅
寺
通
と
柳
町
の
間
を
範
囲

と
し
、
大
町
通
を
挟
ん
で
北
側
を
糠ぬ
か
ぐ
ら蔵

丁
、
南
側

を
塩し
ぐ
ら蔵

丁
と
呼
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
藩
の
塩
蔵
、

糠
蔵
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
こ
の
分
け

方
は
、
ぶ
ら
ん
ど
ー
む
一
番
町
と
サ
ン
モ
ー
ル
一

番
町
の
境
界
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
城
下
絵
図
に
は
、
町
人
町
の
柳
町

と
武
家
地
の
東
一
番
丁
の
境
界
と
な
る
水
路
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
東
一
番
丁
の
南
端
に
当

た
る
そ
の
水
路
跡
に
は
、
平
成
元
年
に
設
置
さ
れ

た
「
東
一
番
丁
始
源
地
」
の
碑
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

戊
辰
戦
争
後
、
仙
台
藩
は
六
二
万
石
か
ら

二
八
万
石
に
石
高
を
減
ら
し
、
藩
士
の
家
禄
（
給

料
）
も
大
幅
に
減
ら
さ
れ
ま
す
。
彼
ら
は
軍
人
・

教
師
、
官
人
へ
の
転
職
、
北
海
道
移
住
、
帰
農
な
ど
、

生
活
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
屋
敷
を
手
放
す

者
も
多
く
い
ま
し
た
。
東
一
番
丁
も
荒
廃
し
て
い

き
ま
し
た
が
、
旧
藩
士
の
山や

ん
べ家

豊と
よ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
の
機
知
に

よ
り
士
族
に
も
商
売
が
広
ま
り
、
荒
れ
た
住
宅
地

か
ら
一
転
、
明
治
時
代
半
ば
に
は
店
舗
や
飲
食
店
、

劇
場
が
並
ぶ
繁
華
街
へ
と
変
貌
し
ま
し
た
。

隙
間
に
野
中
神
社

　

さ
て
、
東
一
番
丁
に
は
江
戸
時
代
か
ら
姿す
が
た
か
た
ち形
を

変
え
な
が
ら
も
残
る
神
社
が
あ
り
ま
す
。
伊
達
政

宗
が
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
仙
台
城
下
の

町
割
り
に
使
用
し
た
縄
が
納
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
「
野の

中な
か

神
社
」
で
す
。
江
戸
時
代
は
南
側
の

南
町
通
を
向
い
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
に
東

一
番
丁
か
ら
入
る
よ
う
に
東
に
向
き
を
変
え
ま
し

た
。「
文
久
二
年
仙
台
城
下
絵
図
」（
下
部
広
告
掲
載

資
料
）
に
は
、
武
家
屋
敷
の
中
に
野
中
神
社
と
思

わ
れ
る
小
さ
な
建
物
が
見
え
ま
す
。

　

現
在
の
社
殿
は
、
昭
和
六
三
年
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
、
サ
ン
モ
ー
ル
一
番
町
か
ら
小
道
に
入
り
、

小
さ
な
鳥
居
を
構
え
た
細
い
参
道
を
進
む
と
、
ビ

ル
の
隙
間
に
ひ
っ
そ
り
と
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
社

地
は
狭
い
も
の
の
、
商
売
繁
盛
、
縁
結
び
の
神
社

と
し
て
、
い
ま
や
街
に
潜
む
有
名
な
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

野
中
神
社
の
境
内
の
片
隅
に
は
、
古
い
石
玉
垣

の
一
部
と
、
手ち

ょ
う
ず
ば
ち

水
鉢
、
石い
し
ど
う
ろ
う

灯
籠
が
残
り
、
中
に
は

文
化
横
丁
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
映
画
館
「
文

化
キ
ネ
マ
」（
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
開
場
）

の
石
柱
も
見
え
ま
す
。
劇
場
街
で
あ
っ
た
往
時
を

偲
ぶ
数
少
な
い
場
所
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

武
家
屋
敷
街
で
あ
る「
丁
」か
ら
、商
店
街
の「
町
」

に
地
名
も
実
質
も
移
行
し
た
東
一
番
丁
は
、
時
代

の
変
化
と
共
に
大
き
く
趣
を
変
え
ま
し
た
。
東
西

線
開
通
に
よ
っ
て
再
び
そ
の
転
機
を
迎
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

次
号
か
ら
は
伊
達
政
宗
生
誕
４
５
０
周
年
を
記

念
し
新
コ
ー
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

『釣奇一覧』（仙台市博物館蔵）に
描かれた「塩蔵丁野中明神社」

野中神社 東一番丁
始源地

おおまち商店街

青葉通
芭蕉の辻

東
二
番
丁
通

国
分
町
通

ぶ
ら
ん
ど
ー
む

一
番
町
商
店
街 

南町通

青葉通
一番町駅
青葉通
一番町駅

サンモール
一番町商店街
サンモール
一番町商店街

  

　

  

仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
員  

水
野 

沙
織

「
お
も
む
き
を
変
え
た
武
家
屋
敷
街
」

第 12 回
（最終回）

青葉通一番町駅

【観覧料】　常設展料金でご覧いただけます。
　　　　　一般・大学生：460円、高校生：230円、小・中学生：110円
　　　　　  ※30名以上の団体：一般・大学生360円、高校生180円、小・中学生90円
　　　　　  ※その他各種割引があります。詳しくはお問い合わせください。

開館時間：午前９時～午後4時45分（最終入館午後4時15分）●12月の休館日：毎週月曜日

― 斎藤報恩会寄贈の名品
12月27日（火）まで好評開催中！

〒980-0862仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉
▶ツイッター  ＠sendai_shihaku

平成28年12月28日（水）
～平成29年3月31日（金）※予定

●博物館休館のお知らせ●

仙台市博物館 検 索

主催：仙台市博物館
後援：宮城県、宮城県教育委員会、河北新報社、毎日新聞仙台支局、朝日新聞仙台総局、読売新聞東北総局、
　　 産経新聞社東北総局、日本経済新聞社仙台支局、仙台リビング新聞社、ＮＨＫ仙台放送局、
　　ＴＢＣ東北放送、仙台放送、ミヤギテレビ、ＫＨＢ東日本放送、エフエム仙台、ラジオ3FM76.2

戦国の伊達・政宗の城・仙台の町伊達政宗の時代から幕末まで
各時代の仙台の姿を現す古地図・絵図を多数展示

仙台市指定文化財　文久二年仙台城下絵図
文久2年（1862）　斎藤報恩会寄贈資料

企画展

⬅

　館内設備改修工事のため、下記期間
を休館とさせていただきます。ご不便
をおかけしますが、ご了承くださいま
すようお願いいたします。


